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学　校　関　係　者　評　価

※実施日　　令和６年２月１４日

現状と課題 重点目標 具体的方策 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等

 組織運営

〇生徒・保護者・地域から信頼さ
れる教育活動を実践していく。

〇教職員と生徒・保護者・地域が
相談しあえる環境を作り、早期対
応で教育活動を行う。

Ｂ ・特になし

□教職員が意欲的に生徒と接する
ことができる活気ある教育活動を
実践していく。

□働き方改革を推進し、保護者・
地域の協力を得ながら教職員の負
担感を軽減していく。

Ｃ ・特になし

◇ ◇ ・

 教育課程

〇「確かな学力を育む基礎基本の
徹底」を実現する。

〇校内研修、研究授業、授業参観
等を実施し、PDCAサイクルを検証
し、授業を実践していく。

Ｂ ・特になし

□教育相談体制を構築するととも
に、休みがちな生徒への学習支援
を実現する。

□GIGA配信・学習プリント等によ
る学習支援を行うとともに、取組
の見届けを行い、学習成果を確認
していく。

Ｃ ・特になし

◇ ◇ ・

 開かれた学校づくり

〇保護者・地域へ迅速に情報共有
できる体制を確立する。

〇家庭用連絡アプリ等の登録を１
００％にするとともに、情報発信
を定期的・臨時的に行っていく。

Ｂ ・特になし

□小学校、中学校のそれぞれの良
さを共有し、新郷地区全体で子ど
もたちを育成していく。

□小中連携研修会を実施するとと
もに、授業研究・生徒指導連携を
こまめに行っていく。

Ｂ ・特になし
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 ほぼ達成（８割以上）

 概ね達成（６割以上）
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 不十分（４割未満）

学　　　　　校　　　　　自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

領　　域
年　　　　　度　　　　　目　　　　　標 年　　度　　評　　価　（ 令和６年２月７日　現在 ）

重点目標の達成状況 次年度への課題と改善策

〇学校評価において、生徒・
保護者からおおむね良い評価
をいただいた。

□教職員が生徒へ対する意欲
的な教育活動は実施したが、
教職員の負担感軽減までは至
らない部分があった。

◇

〇研修等を定期的に実施し、
わかりやすい授業を展開し
た。学校評価においてはおお
むね良い評価であった。

□生徒に応じた学習支援を可
能な限り実施した。GIGAパソ
コンの配布時期が遅くなった
ため、不十分な部分があっ
た。

◇

〇情報発信は必要に応じ、発
信できた。

□授業研究会や授業参観、定
期的な会議の実施により連携
を行うことができた。

〇学校全体として落ち着
きがあり、授業をはじめ
とする教育活動を円滑に
展開できている。現状に
満足することなく、学校
関係者がより満足できる
教育実践を展開していて
いかなければならない。
□公務分掌等、主任を中
心に業務を分担し、働き
方改革を推進している
が、教職員の負担感の軽
減につながっていない。

〇個別最適な学びの実現
を目指した授業を展開す
るため、タブレット等を
活用しながら実践してい
るが、さらなる研究を進
める必要がある。□学校
を休みがちな生徒に対す
る学習支援が不十分な部
分がある。生徒一人一人
に対する学習支援が必要
である。

〇保護者・地域への情報
発信をホームページや家
庭用連絡アプリ（コドモ
ン）、緊急保護者メール
を活用している。□新郷
地区で子どもを育ててい
く意識を持つため、小中
連携を行っているが、さ
らなる連携の充実が求め
られている。

・学校全体として、落ち着い
た教育活動の実施をするた
め、引き続き、生徒・保護
者・地域の方々から信頼され
る人間関係の構築が必要であ
る。
・学校の教育活動は、教職員
が笑顔が生徒と接することが
必要である。働き方改革を推
進し、負担軽減を行ってい
く。

・主体的・対話的で深い学び
の実践、個別最適な学びにつ
いては、さまざまな方法があ
る。今後も教員一人ひとりが
自己の手立てを確立していく
必要がある。
・学校を休みがちな生徒への
支援をしっかり行うことが求
められている。今後も、一人
ひとりに応じた支援を行って
いく。

・情報発信は適宜行ったが、
保護者の意見より、より詳細
な内容がもらいたい旨の意見
をいただいた。できるだけ
ニーズに応じていきたい。
・小中学校でのさらなる連携
方法を検討し、新郷地区で児
童・生徒を育成していく手立
てを多くしていく。



◇ ◇ ・

 教職員の資質向上

〇生徒が自分の進路実現のため、
主体的に学びに向かうことができ
る授業体制を確立する。

〇教科部会を中心に、指導法の検
討、教科を超えての授業参観の実
施、研究授業等を実施していく。

Ｂ ・特になし

□生徒・保護者・地域から信頼さ
れる教職員集団を形成する。

□服務を意識させるとともに、指
導と見届けを繰り返し行う。定期
的な研修を実践していく。

Ｂ ・特になし

◇ ◇ ・

 施設・設備等の管理

〇生徒がケガ等をすることのな
い、安全な教育環境を整備してい
く。

〇毎日の見回りや、月に１度の定
期的な安全点検を行い、危険個所
や破損個所の早期の補修を行って
いく。

Ａ ・特になし

□学校生活のみならず、災害時の
避難場所としての機能が十分発揮
できる施設にしていく。

□関係機関による定期点検結果を
もとに、教育活動の場や避難所と
して、安心・安全な場所となるよ
う教育委員会と連携し修繕してい
く。

Ｂ ・特になし

◇ ◇ ・

〇定期的な点検の実施によ
り、計画定期な修繕を行っ
た。

□避難所開設マニュアルの見
直しを行った。教育委員会と
は、随時、連絡を取り合って
いる。

◇

◇

〇教職員が授業力の向上のた
め、キャリアに応じた自己研
鑽を行うとともに、教科部会
等で指導法を検討した。

□教職員事故を起こさない意
識は常に意識できていた。

◇

〇主体的・対話的で深い
学びの実現に向け、研究
授業・指導法を共有して
いる。教員の年齢層もさ
まざまであるため、キャ
リアに応じた授業力が求
められている。□教育公
務員として、信頼される
教職員であるため、言動
への責任を持って教育活
動を実施しており、その
ための研修も行ってい
る。

〇校内の安全点検を定期
的に実施しており、修繕
の必要な個所について
は、予算の範囲内で、早
期対応で補修している。
□校舎の老朽化により、
大規模な修繕が必要な個
所もある。学校だけでは
対応できない部分もあ
り、教育委員会と連携
し、修繕していく必要が
ある。

・それぞれの教職員のキャリ
アに応じた授業力向上に向
け、教育委員会とも更なる連
携を行い、指導力を向上させ
ていく。
・教育公務員としての自覚を
常に意識させるよう、今後も
研修等を実施していく。

・今後も施設設備の事故０を
目指す。修繕が必要な個所に
ついては、優先順位を確認し
ながら引き続き行っていく。
・老朽化した箇所について
は、今後も教育委員会と連携
し、対応していきたい。


